
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
と
は

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
、
芦
屋
町
自

ら
が
事
業
者
・
消
費
者
と
し
て
の
地
球

温
暖
化
に
配
慮
し
た
行
動
に
取
り
組
む

計
画
で
す
。
平
成
13
年
度
に
「
第
1
期

計
画
」
を
策
定
し
、
現
在
は
令
和
３
年

度
か
ら
12
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
期
間

と
す
る
「
第
5
期
計
画
（
令
和
４
年
７

月
改
訂
）」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
期
計
画
で
は
、
町
内
公
共
施
設

が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化

炭
素
）
を
平
成
25
年
度
実
績
と
比
較
し

て
46
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
の
目
標
値

を
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
内
容
や
評
価
方
法
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

推
進
状
況

　

令
和
４
年
度
の
電
気
・
液
化
石
油
ガ

ス
・
燃
料
の
使
用
量
に
係
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
、
２
０
０
万
５
３
８
５
・

０
㎏
と
な
り
、
基
準
で
あ
る
平
成
25
年
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【削減目標となる基準年度（平成 25 年度）と令和４年度実績】
 取り組み項目 削減目標 平成25年度実績

基準年度（Ａ） ４年度実績（Ｂ）25 年度との増減
（Ｂ／Ａ－ 1）％

電気使用量（Kwh） 3,807,870.0 4,621,253.7 21.36
液化石油ガス使用量（㎥） 1,735.8 9,963.6 474.01
燃料使用量（ℓ） 93,110.4 227,895.8 144.76
温室効果ガス（二酸化炭
素）総排出量（㎏） △ 46％ 2,582,251.5 2,005,385.0 △ 22.34

コピー用紙使用量（枚） △ 3％ 3,420,250.0 3,674,300.0 7.43
上水使用量（㎥） △ 5％ 30,586.0 72,356.0 136.57

芦
屋
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
第
５
期
）
の

推
進
状
況
を
公
表
し
ま
す�
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度
実
績
と
比
較
し
て
22
・
34
％
の
減
少

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
増
減
と
し
て
、
平
成
25
年
度
当

時
よ
り
対
象
施
設
が
増
え
た
（
指
定
管

理
施
設
な
ど
も
対
象
に
加
え
た
）
こ
と

に
よ
り
、
電
気
、
液
化
石
油
ガ
ス
、
燃

料
使
用
量
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
火
力
発
電
に
お
け
る
化
石
燃
料
消

費
量
の
減
少
に
伴
い
温
室
効
果
ガ
ス
の

算
出
に
用
い
る
対
象
項
目
ご
と
に
公
表

さ
れ
た
排
出
係
数
の
う
ち
、
電
気
使
用

量
に
関
す
る
排
出
係
数
が
０・６
１
２
か

ら
０・
２
９
６
へ
と
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
令
和
4
年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
項
目

の
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
は
７・
４
３
％

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
様
々
な

計
画
の
策
定
業
務
に
よ
り
資
料
や
配
布

物
の
作
成
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
、
会
議
の
書
面
開
催
が
増
え
た

こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
電
気
や
燃
料
の
使
用
量
が

増
え
な
い
よ
う
に
、
職
員
の
環
境
意
識
の

一
層
の
向
上
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備
・

機
器
の
導
入
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
無
駄
削
減
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
て
、継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

一
人
一
人
が
取
り
組
め
る

地
球
温
暖
化
防
止
方
法

　

皆
さ
ん
も
無
理
の
な
い
節
電
な
ど
の

省
エ
ネ
や
燃
料
消
費
量
・
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
減
ら
す
環
境
に
や
さ
し
い「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
」
を
心
が
け
た
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
住
宅
に
設
置
（
補
助
金
制

度
あ
り
）
し
た
り
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エコドライブのすすめ

　エコドライブとは、燃料消費量や二酸化炭素排出量を減らし、
地球温暖化防止につなげる運転技術や心がけです。燃料消費量
が少ない運転は、財布にもやさしく、同乗者も安心できる運転
です。
1�ふんわりアクセルで「ｅスタート」
　�やさしい発進を心がけるだけで、燃費がよくなり、安全運転
にもつながります。
2�ゆとりある車間距離で、加速・減速の少ない運転を
　�車間距離が短いと、無駄な加速・減速が多くなり、燃費が悪
くなります。交通状況に応じて速度変化の少ない運転を心が
けましょう。
3�減速時は早めにアクセルを離そう
　�エンジンブレーキが作動し、燃費がよくなります。また、減
速するときや坂道を下るときにもエンジンブレーキを活用し
ましょう。
4エアコンの使用は適切に
　暖房のみ必要なときは、エアコンスイッチをオフにしましょう。
5無駄なアイドリングはやめよう
　�待ち合わせや荷物の積み下ろしなど駐停車の場合は、エンジ
ンを切りましょう。
6�タイヤの空気圧チェックを心がけよう
　�タイヤの空気圧が適正値より不足すると燃費が悪くなります。
7�不要な荷物はおろそう
　�車の燃費は荷物の重さに大きく影響されます。
8迷惑駐車はやめよう
　�渋滞の原因となり他の車の燃費の悪化をもたらし、交通事故
の原因にもなります。

　町内の自ら居住する住宅にシステムを設
置した個人、またはあらかじめ未使用の太
陽光発電システムが設置された住宅を自ら
居住する目的で購入した個人に、発電量１
キロワットあたり２万円（上限８万円）を
交付します。

▷ 問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）
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